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大熊町除染事業の概要 

本格除染 先行除染 

事業名 平成25年度 
大熊町 

除染等工事 

平成24年度 
大熊町先行 
除染等工事 

事業者 清水･大林･熊谷JV 清水建設 

工期 H25.6.4 
～H26.3.24 

H24.12.6 
～H25.6.28 

作業員 
数 

最大約1,300人/日 
延べ約23万人日 

最大約250人/日 
延べ約1.9万人日 

除染 
対象 
地域 

大川原字南平 
大川原字西平 
中屋敷 他 

大川原字南平 

工
事
数
量 

建物 136棟 6棟 

道路 28ha 2ha 

農地 140ha 19ha 

森林 159ha 9ha 

【除染範囲平面図】 

中屋敷 
大川原
字西平 

大川原
字南平 

■ 先行除染範囲 
■ 本格除染範囲 
■ 本格除染範囲(道路) 
－ 行政区境 
－ 大字境 
－ 字境 
■ 仮置場 

凡例 

先行除染範囲 
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作業員の教育 

■ 除染理念の周知 
・清水建設、清水JVの除染に関わる基本理念を「除染八則」として定めて、 
 除染現場の毎朝の朝礼において、作業員全員で唱和している。 
・除染作業の理念･目的･意義等を作業員全員に周知徹底させ、 
 作業員の除染に対する意識を向上させている。 
 
 

【毎朝の朝礼での作業員全員での唱和】 

大熊町除染八則 
私たちは、 

一．住民の皆さんの気持ちで除染します。 

二．責任感を持って誠実に行動します。 

三．除染作業に誇りを持ちます。 

四．住民の皆さんと積極的に対話します。 

五．予定工期を守ります。 

六．除去物を拡散しません。 

七．除染の成果にこだわり続けます。 

八．体調管理に取り組みます。 
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作業手順遵守の仕組み 

■ 分かりやすいビデオによる教育 
・作業員の新規受入時と作業内容･地区変更の毎に、作業手順を分かりやすく解説した 
 清水建設、清水JV作成のビデオと作業手順書で、作業員全員の教育を実施している。 
 容易に理解できるため、除染作業の手順を周知徹底できている。 

【ビデオ教材】 【作業員教育状況】 
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地元とのコミュニケーション 

■ 大熊町民の雇用 
・先行除染･本格除染ともに、大熊町を自ら除染したいと希望する大熊町民を、 
 大熊町除染協会等の地元企業から雇用している。 
・先行除染実績 ： 作業員延べ18,700人中 大熊町民9,500人（51%） 

「使命感胸に除染 作業員大半が町民 自らの手で元の古里を取り戻す」 福島民報 ‘13.1.12掲載 
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地元とのコミュニケーション 

■ 作業指揮者･除染現場の明示等 
・本格除染では作業指揮者は青チョッキを着用することにより、 
 現場にて大熊町民が相談・要望などを伝えやすいようにする予定。 
・「除染作業中」の看板を掲示して、除染現場が容易に判別できるようにしている。 
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【町民対応者の識別の事例】 
（清水建設 広野町除染作業業務委託） 

 

【除染現場での看板】 
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その他 

■「除染相談室」の開設 
・本格除染においては、工事事務所内に「除染相談室」を開設し、 
 対面と電話で大熊町民からの相談、通報を受付する予定をしている。 

除染相談室の事例 
（清水建設 伊達市除染作業業務委託） 

通報等の受付フロー 
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環境省 
東北地方環境事務所 
福島環境再生事務所 

環境省 
福島環境再生事務所 

会津支所 

清水・大林・熊谷 
特定建設工事共同企業体 
大熊町除染等工事事務所 

 
除染相談室 

 
クレーム・苦情などの 

通報 

※対応内容は全て記録し、 
 環境省と大熊町に報告 
 する。 


